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ホット
スマイル

先進技術に対応する知識を身に付けていきたい
「自動車販売店で働いている」

松田　広太さん
Ko u t a  M a t s u d a

担
当
業
務
を
教
え
て
く
だ
さ
い

Q
会
社
で
は
、
サ
ー
ビ
ス
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
働
い
て

い
ま
す
。
主
に
自
動
車
の
整
備
を
し
て
い
ま
す
が
、

接
客
も
し
て
い
ま
す
。

A
こ
の
仕
事
を
選
ん
だ
き
っ
か
け
は
？

Q
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
、
自
動
車
や
バ
イ
ク
が
好
き

だ
っ
た
の
で
、
そ
れ
に
携
わ
る
仕
事
が
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
高
校
卒
業
後
、
自
動
車
整
備
の

専
門
学
校
で
二
年
間
勉
強
し
て
、
現
在
の
会
社
に
就

職
し
ま
し
た
。

A
休
日
の
過
ご
し
方
は
？

Q
休
日
は
趣
味
で
あ
る
バ
イ
ク
に
乗
っ
た
り
、
整
備
を

し
た
り
し
て
い
ま
す
。
バ
イ
ク
に
乗
っ
て
、
山
の
上

ま
で
行
き
、
景
色
を
眺
め
て
い
る
と
癒
さ
れ
ま
す
。

A
職
場
の
雰
囲
気
は
ど
の
よ
う
な
感
じ
で
す
か
？

Q
明
る
く
、
笑
顔
が
絶
え
な
い
職
場
で
、
楽
し
く
仕
事

を
し
て
い
ま
す
。

A

Vol.61フレッシュな若者が登場するコーナーです

今
後
の
抱
負
・
目
標
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

QA
会
社
の
技
術
検
定
一
級
な
ど
の
資
格
取
得
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
先
進
技
術
に
対
応
す
る
知
識
を
身
に
付

け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
み
ん
な
に

頼
り
に
さ
れ
、
一
人
で
も
多
く
の
お
客
さ
ん
を
笑
顔

に
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
仕
事
の
大
変
な
と
こ
ろ
と
楽
し
い
と
こ
ろ
は
？

Q
自
動
車
の
技
術
革
新
は
目
覚
し
い
た
め
、
必
要
な
知

識
や
技
術
な
ど
、
常
に
新
し
い
ス
キ
ル
が
求
め
ら
れ

る
と
こ
ろ
は
大
変
で
す
が
、
そ
の
反
面
、
新
し
い
自

動
車
の
構
造
や
先
進
技
術
を
見
た
り
、
触
れ
た
り
す

る
こ
と
が
で
き
る
と
こ
ろ
は
楽
し
い
し
、
感
動
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

A

お金に関するトラブルは
　　　　　　　早めに相談を！！

　住宅ローンやクレジットカードでの買い物
など、毎月の返済をきちんと済ませています
か。
　借りたお金には利息がかかります。少額の
ローンやクレジットでも、前の返済が終わら
ないまま借り入れを繰り返していると、多額
の返済になったり、思いがけない出費や収入
の減少で返済が困難になったりすることがあ
ります。
　借りる前には、返済額や期間をしっかり確
認し、必要以上の借り入れはしないようにし
ましょう。
　返済に困ったら、ほかから
の借り入れで返済などせず、
早めに消費生活センターに相
談してください。

包装容器類のごみ（資源ごみ）の出し方について

○一升瓶・ビール瓶は、購入店あるいは廃品回収へ
○劇薬・農薬・殺虫剤の入っていたビンは「燃えないゴミ」へ
○ビンの口にプラスチックが付いている場合は、取った上
　（取れる範囲で）、「湯沢市資源回収箱」に入れる

○一斗缶・工業用オイルの入ったカンは「燃えないゴミ」へ
○スプレー缶のノズルなどのプラスチックは、取った上（取
　れる範囲で）、穴を開け「湯沢市資源回収箱」に入れる

○油が入っていた容器や汚れの落ちない場合は、「燃えるゴ
　ミ」へ
○　　マークが付いている場合は、キャップとラベルをはずし、
　中をすすいで、きれいな状態のペットボトルを湯沢市指定
　「ペットボトル専用袋」に入れる

・油っぽい物、汚れの落ちない物、梱包で使う発泡スチロー
　ルは「燃えるゴミ」へ
・　　マークの付いた食品トレイなどは、洗った上、きれい
　な状態の容器を湯沢市指定「その他プラスチック専用袋」
　に入れる

※限りある資源です。リサイクルの推進のため、
皆さんのご理解とご協力をよろしくお願いします。

◆その他プラスチックを出すときは◆その他プラスチックを出すときは

◆ペットボトルを出すときは◆ペットボトルを出すときは

◆カン類を出すときは◆カン類を出すときは

◆ビン類を出すときは◆ビン類を出すときは

◆その他プラスチックを出すときは

◆ペットボトルを出すときは

◆カン類を出すときは

◆ビン類を出すときは

■消費生活に関する相談は・・・
　平日午前8時30分～午後5時
　湯沢市消費生活センター（市くらしの相談課内
　☎72－0874）へ

被
保
険
者
証
の
更
新
時
期
で
す

被
保
険
者
証
の
更
新
時
期
で
す

被
保
険
者
証
の
更
新
時
期
で
す

更　新
　

現
在
、
国
民
健
康
保
険
（
以
下
「
国
保
」
）

に
加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん
に
は
、
十
月
一
日
か

ら
使
用
す
る
新
し
い
被
保
険
者
証
を
九
月
中
に

郵
送
し
ま
す
。

　

被
保
険
者
証
は
、
皆
さ
ん
が
保
険
医
療
機
関

な
ど
で
受
診
す
る
と
き
に
国
保
の
加
入
者
で
あ

る
こ
と
を
確
認
で
き
る
唯
一
の
証
明
書
で
す
の

で
、
次
の
こ
と
を
必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

　　

現
在
、
入
院
中
あ
る
い
は
通
院
中
の
人
は
、

十
月
一
日
か
ら
新
し
い
被
保
険
者
証
を
必
ず
保

険
医
療
機
関
な
ど
の
窓
口
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　　

七
十
歳
以
上
の
人
は
、
別
途
負
担
割
合
を
表

す
証
と
し
て
「
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者

証
」
を
交
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
被
保
険
者
証

と
一
緒
に
保
険
医
療
機
関
な
ど
の
窓
口
に
提
示

し
て
く
だ
さ
い
。

　

十
月
一
日
以
降
、
新
し
く
国
保
に
加
入
し
た

と
き
も
、
入
院
・
通
院
に
か
か
わ
ら
ず
、
必
ず

被
保
険
者
証
を
保
険
医
療
機
関
な
ど
の
窓
口
に

提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　

長
期
に
わ
た
っ
て
通
院
し
て
い
る
人
は
、
月

の
初
め
に
必
ず
保
険
医
療
機
関
な
ど
の
窓
口
に

提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　　

社
会
保
険
へ
の
加
入
や
転
出
な
ど
、
国
保
の

資
格
異
動
の
手
続
き
の
と
き
は
、
速
や
か
に
異

動
す
る
人
の
被
保
険
者
証
と
印
鑑
（
社
会
保
険

へ
の
加
入
の
場
合
は
、
社
会
保
険
の
被
保
険
者

証
も
必
要
）
を
持
参
の
上
、
国
保
担
当
窓
口
で

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
世
帯
主
の

変
更
や
住
所
変
更
な

ど
の
と
き
は
、
国
保

に
加
入
す
る
世
帯
全

員
の
被
保
険
者
証
と

印
鑑
を
持
参
の
上
、

国
保
担
当
窓
口
で
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。

●
窓
口
・
問
い
合
わ
せ

　

市
民
課
国
保
年
金
班
（
☎
73
２
１
１
１
内
線

　

１
５
４
〜
１
５
６
）
ま
た
は
各
総
合
支
所
市

　

民
サ
ー
ビ
ス
班
へ

④

③ ② ①

◎
資
格
異
動
の
手
続
き
の
と
き
は…

◎
資
格
異
動
の
手
続
き
の
と
き
は…

人口と世帯数の動き人口と世帯数の動き人口と世帯数の動き
8月末現在

●人口
　 男
　 女

50,080人
23,822人
26,258人

………
………
………

（－67人）

（－46人）

（－21人）

前月比

●世帯数 18,261世帯… （－10世帯）
前月比

東北電力旗第26回東北
ミニバスケットボール大会

　7月27日～28日、東北電力旗第26回東北ミニバ
スケットボール大会秋田県大会が大館市樹海体育
館で行われ、16チームが出場。見事、湯沢東小学
校が優勝に輝き、県代表として、東北大会に出場
しました。
　また、同東北大会が、8月12日～13日、セキス
イハイムスーパーアリーナ（宮城県利府町）で行
われ、新潟を含む東北7県の予選を勝ち抜いた16
チームが出場。激戦の末、初優勝に輝きました。

湯沢東小学校男子ミニバスケットボールチーム

勝優初



　

財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
、

宝
く
じ
の
受
託
収
入
を
財
源
と
し
て
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
助
成
は
、
住
民
の
行
う
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
の
充
実
・
強
化
を
図
り
、
地
域

社
会
の
健
全
な
発
展
と
住
民
福
祉
の
向
上

に
役
立
て
る
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事

業
で
す
。

○
募
集
対
象
事
業　

平
成
二
十
六
年
度
に

　

実
施
す
る
事
業
の
う
ち
、
国
な
ど
か
ら

　

の
補
助
金
交
付
を
受
け
て
い
な
い
宝
く

　

じ
の
普
及
・
広
報
の
効
果
が
発
揮
で
き

　

る
も
の（
住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に

　

直
接
必
要
な
設
備
・
備
品
の
整
備
な
ど
）

○
助
成
額　

一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事

　

業
＝
百
万
円
〜
二
百
五
十
万
円
▽
コ
ミ

　

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
助
成
事
業
＝
対
象

　

事
業
費
の
5
分
の
3
以
内
（
上
限
千
五

　

百
万
円
）
▽
青
少
年
健
全
育
成
助
成
事

　

業
（
ソ
フ
ト
事
業
）
＝
三
十
万
円
〜
百

　

万
円
▽
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
助
成
事

　

業
＝
上
限
二
百
万
円
（
い
ず
れ
も
十
万

　

円
未
満
切
り
捨
て
）

※
こ
の
助
成
は
、
市
か
ら
秋
田
県
を
通
じ

て
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
に
申
請

し
ま
す
。
そ
の
後
、
財
団
法
人
自
治
総
合

セ
ン
タ
ー
で
審
査
が
行
わ
れ
、
助
成
の
有

無
を
決
定
し
ま
す
。
事
業
内
容
等
が
助
成

要
件
を
満
た
し
て
い
て
も
採
択
と
な
ら
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

必
要
書
類
等
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
早

め
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

10
月
18
日

　

㈮
ま
で
、
市
企
画
課
企
画
班
（
☎
73
2

 

1
1
1
内
線
4
3
1
）
へ　

○
と　

き　

9
月
21
日
㈯
午
前
9
時
50
分

　

〜
正
午

○
と
こ
ろ　

供
葬
墓
地
、
金
山
神
社

○
内　

容　

行ぎ
ょ
う

道ど
う

、
供
養
祭
、
例
大
祭
、

　

み
こ
し
奉
納（
院
内
小
学
校
児
童
）、
院

　

内
銀
山
お
ど
り
奉
納

○
問
い
合
わ
せ　

院
内
銀
山
史
跡
保
存
顕

　

彰
会
事
務
局
江
畑（
☎
52
2
7
4
2
）へ

○
と　

き　

9
月
22
日
㈰
午
前
9
時
30
分

　

〜
正
午

○
と
こ
ろ　

稲
川
体
育
館

○
内　

容　

卓
球
、
卓
球
バ
レ
ー

○
参
加
料　

無
料

○
対
象
者　

市
内
在
住
の
身
体
・
知
的
・

　

精
神
障
が
い
者

※
申
込
用
紙
は
市
福
祉
事
務
所
、
湯
沢
市

社
会
福
祉
協
議
会
、
市
教
育
員
委
員
会
窓

口
に
備
え
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
秋
田
県

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

郵
送
ま
た

　

は
フ
ァ
ク
ス
に
て
、
秋
田
県
障
害
者
ス

　

ポ
ー
ツ
協
会（
☎
0
1
8
―
8
6
4
―
2

 

7
5
0
、℻
同
8
7
4
―
9
4
6
7
）へ

【
青
年
海
外
協
力
隊
、

日
系
社
会
青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
】

・
応
募
資
格　

満
20
歳
〜
満
39
歳
（
平
成

　

25
年
11
月
5
日
時
点
）
の
日
本
国
籍
を

　

持
つ
人

・
募
集
説
明
会
・
体
験
談　

▼
9
月
28
日

　

㈯
午
後
2
時
30
分
〜
4
時
／
ア
ト
リ
オ

　

ン（
秋
田
市
）▼
10
月
19
日
㈯
午
後
2
時

　

〜
4
時
／
に
ぎ
わ
い
交
流
館（
秋
田
市
）

【
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

日
系
社
会
シ
ニ
ア
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
】

・
応
募
資
格　

満
40
歳
〜
満
69
歳
（
平
成

　

25
年
11
月
5
日
時
点
）
の
日
本
国
籍
を

　

持
つ
人

・
募
集
説
明
会
・
体
験
談　

▼
9
月
28
日

　

㈯
午
後
2
時
30
分
〜
4
時
／
ア
ト
リ
オ

　

ン（
秋
田
市
）▼
10
月
19
日
㈯
午
前
10
時

　

30
分
〜
午
後
0
時
30
分
／
に
ぎ
わ
い
交

　

流
館（
秋
田
市
）

○
募
集
職
種　

計
画
・
行
政
、
公
共
・
公

　

益
事
業
、
農
林
水
産
、
鉱
工
業
、
エ
ネ

　

ル
ギ
ー
、
商
業
・
観
光
、
人
的
資
源
、

　

保
健
・
医
療
、
社
会
福
祉
な
ど
9
分
野
、

　

約
120
種

○
派
遣
国　

ア
ジ
ア
、ア
フ
リ
カ
、中
南
米
、

　

大
洋
州
、中
近
東
地
域
の
約
70
カ
国

○
募
集
期
間　

い
ず
れ
も
10
月
1
日
㈫
〜

　

11
月
5
日
㈫
（
消
印
有
効
）

○
問
い
合
わ
せ　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
東
北
ボ
ラ
ン

　

テ
ィ
ア
担
当
（
☎
0
2
2
―
2
2
3
―

　

4
7
7
2
、
*jicathic-jv@

jica.go.

　

jp

）
へ

○
と　

き　

10
月
5
日
㈯
、
6
日
㈰

○
と
こ
ろ　

大
町
商
店
街
ほ
か

○
内　

容　

吹
奏
楽
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
、

　

合
唱
、
フ
ォ
ー
ク
・
ロ
ッ
ク
な
ど
の
演

　

奏
、
ダ
ン
ス
、
踊
り
な
ど

○
申
し
込
み
方
法　

9
月
25
日
㈬
ま
で
、

　

所
定
の
申
込
書
に
記
入
の
上
、
フ
ァ
ク

　

ス
ま
た
は
メ
ー
ル
に
て
、
左
記
へ
申
し

　

込
み
く
だ
さ
い

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

エ
フ
エ
ム

　

ゆ
ー
と
ぴ
あ
和
賀
（
☎
0
9
0
―
3
3

 

6
3
―
3
6
3
0
、

　

℻
72
0
2
2
0
、

　

*fm
763@

yuto

　

pia.or.jp

）
へ

平
成
25
年
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
秋
募
集

2013.09.15
5

ま
る
ご
と
湯
沢

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ス
ト
リ
ー
ト

２
０
１
３
参
加
者
募
集

院
内
銀
山
ま
つ
り

平
成
25
年
度
障
害
者

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業

県
南
地
区（
湯
沢
地
区
）

平
成
26
年
度

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

そ
の
他
の
お
知
ら
せ

　

九
月
三
十
日
㈪
が
納
期
限
の
市
税
は
次

の
と
お
り
で
す
。

○
国
民
健
康
保
険
税　

第
三
期

※
納
期
限
ま
で
に
納
入
が
な
い
場
合
は
、

納
期
限
後
二
十
日
以
内
に
督
促
状
を
発
送

し
ま
す
。
納
め
忘
れ
の
な
い
口
座
振
替
を

お
勧
め
し
ま
す
。
詳
し
く
は
左
記
へ
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　

○
問
い
合
わ
せ　

税
務
課
納
税
班
（
☎
73

　

2
1
1
1
内
線
2
4
1
･
2
4
2
）
へ

　

ど
な
た
で
も
自
由
に
聴
講
で
き
ま
す
。

○
と　

き　

9
月
18
日
㈬
午
前
10
時
〜
11

　

時
30
分

○
と
こ
ろ　

湯
沢
文
化
会
館
３
階
会
議
室

○
演　

題　
「
い
い
ね
ゆ
ざ
わ
」
〜
地
方

　

銀
行
に
よ
る
地
域
貢
献
の
在
り
方
に
つ

　

い
て
〜　

○
講　

師　

小こ

西に
し

暁さ
と
る

さ
ん
（
㈱
北
都
銀
行

　

横
堀
支
店
支
店
長
）

○
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン

　

タ
ー
（
☎
73
1
1
3
2
）
へ

　

爽
や
か
な
秋
空
の
下
、
ご
家
族
で
栗
拾

い
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

○
開
園
期
間　

9
月
25
日
㈬
〜
10
月
14
日

　

㈪
／
午
前
9
時
〜
午
後
4
時

※
営
業
終
了
日
は
、
栗
の
生
育
状
況
に
よ

り
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
と
こ
ろ　

東
山
森
林
公
園

○
入
園
料　

百
円
（
高
校
生
以
上
）

※
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
た
り
、
四
百
円
で
お

持
ち
帰
り
可
。

○
問
い
合
わ
せ　

東
山
森
林
公
園
管
理
棟

　
（
☎
52
4
1
2
7
）
ま
た
は
、
ま
る
ご

　

と
売
る
課
施
設
班
（
☎
73
2
1
1
1
内

 

線
6
4
5
）
へ

○
と　

き　

10
月
5
日
㈯

○
参
加
料　

千
五
百
円

○
対　

象　

市
内
在
住
の
人

○
定　

員　

30
人
（
定
員
に
な
り
次
第
締

　

め
切
り
）

※
申
込
用
紙
は
各
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に

備
え
て
あ
り
ま
す
。

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

9
月
17
日

　

㈫
か
ら
24
日
㈫
ま
で
、
稲
川
生
涯
学
習

　

セ
ン
タ
ー
（
☎
42
5
8
1
6
）
ま
た
は

　

最
寄
り
の
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
へ　

○
と　

き　

10
月
5
日
㈯
、
6
日
㈰
／
午

　

前
9
時
〜
午
後
5
時

○
と
こ
ろ　

旧
お
も
ち
ゃ
の
フ
ミ
オ
（
湯

　

沢
駅
通
り
商
店
街
）

○
内　

容　

特
別
支
援
学
校
の
紹
介
Ｖ
Ｔ

　

Ｒ
の
放
映
、
作
品
・
作
業
製
品
の
展
示
、

　

教
材
・
教
具
の
展
示

○
問
い
合
わ
せ　

秋
田
県
立
稲
川
養
護
学

　

校
教
頭
佐
々
木
（
☎
42
4
4
2
4
）
へ

○
と　

き　

9
月
20
日
㈮
午
後
1
時
30
分

　

〜
3
時

○
と
こ
ろ　

秋
田
地
方
法
務
局
湯
沢
支
局

　

会
議
室

○
内　

容　

成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て

○
定　

員　

20
人

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

9
月
19
日

　

㈭
ま
で
、
秋
田
地
方
法
務
局
湯
沢
支
局

　
（
☎
73
2
4
5
0
）
へ

　

法
務
省
お
よ
び
全
国
人
権
擁
護
委
員
連

合
会
で
は
、「
い
じ
め
防
止
対
策
推
進
法
」

が
施
行
さ
れ
る
こ
と
を
契
機
に
、
い
じ
め

問
題
に
関
す
る
取
り
組
み
を
強
化
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
全
国
一
斉
「
子
ど
も

の
人
権
1
1
0
番
」
強
化
週
間
を
実
施
し

ま
す
。

○
と　

き　

9
月
30
日
㈪
〜
10
月
4
日
㈮

　

／
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
7
時

○
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
専
用
電
話　

　
（
薛
0
1
2
0
―
0
0
7
―
1
1
0
）へ

市
税
は
納
期
限
内
に

納
め
ま
し
ょ
う

市
民
大
学
一
般
教
養
講
座

「
ふ
る
さ
と
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

in 

栗
駒
山
」参
加
者
募
集

市
か
ら
の
お
知
ら
せ

2013.09.15
4

東
山
森
林
公
園
の
栗
園

第
42
回
秋
田
県

特
別
支
援
学
校「
学
校
展
」

県
か
ら
の
お
知
ら
せ

法
務
局
無
料
市
民
講
座

全
国
一
斉

「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」

強
化
週
間

国
か
ら
の
お
知
ら
せ



　臨床心理士橋本まり子先生の協力のもと、心の健康に関する話題を毎月15日号で紹介します。
はしもと こ

●第17回　テーマ 「うわさ」 について

心のリラックスタイム

7
2013.09.15

■うわさの対処方法
　①うわさ話は、本人のいないところで広まっていくの
　　で、うわさの対象になった場合は、気にせずに過ごす
　②話題性がなくなったり、時間が経ったりするとうわ
　　さが消えてしまうので、時が過ぎるのを待つ
　③むやみやたらにうわさを広げないようにする

～橋本まり子先生によるこころの健康相談会（完全予約制）～
　広報ゆざわ4月1日号に年間予定表を折り込んでいま
す。予約は随時受け付けているため、希望日がすでに定
員に達している場合がありますので、希望する人は、事
前に下記まで問い合わせください。
～傾聴ボランティア“つながる手の会”によるほっとサロン～
　このサロンは、誰でも自由にお話しできる場所です。
どうぞご利用ください。10月は下記の日程で行います。
時間は午後1時から3時までです。
2日㈬　稲川農村環境改善センター2階
9日㈬　皆瀬総合支所内会議室

○申し込み・問い合わせ　健康対策課保健推進班
　（☎73‒2111内線134～136）へ

　昔から、情報伝達の方法の中に「うわさ」がありました。
男女問わず、老若男女が随分とうわさ話をしています。
うわさが絶えないのは、うわさ話をすることが私たちの
コミュニケーションの一つだからではないでしょうか。
うわさは、枠を越えて集団に広まってしまったり、人を
傷つけてしまったりと怖い面があります。
　うわさを立てられたときの対応や悪口のようなうわさ
には気を付けましょう。

■うわさの３つのタイプ
　おしゃべりとしてのうわさ
　⇒ＡさんとＢさんが結婚するらしい　など
　社会情報としてのうわさ
　⇒消費税が上がるらしい、スマートフォンの新機種が
　　が発売されるらしい
　楽しみとしてのうわさ
　⇒トイレの花子さん、口裂け女などの都市伝説

■どんなときに広がりやすいか
　「うわさの内容がいかにも本当らしいと感じさせるもの」
　「あいまいな状況（～らしい、～かもしれない）」
　「関心を持っているもの」 がうわさを広げる

　あなたの無責任な一言が 「うわさ」 となって周囲に
広まり、誰かを苦しめてはいませんか…
　あなたの無責任な一言が 「うわさ」 となって周囲に
広まり、誰かを苦しめてはいませんか…

「認知症看護相談窓口を始めて、6月で丸2年になりました。2年間で延べ142人
の相談者が窓口を訪れ、介護している家族からの相談が半数を超えています。医療
機関に定期受診している高齢者は多いと思いますが、もの忘れについてかかりつけ
の医師に相談している人は少ないように思います。認知症の初期段階から、きちん
とした対応をすることで、その後のあり方が大きく変わるといわれています。気に
なる症状があったら、ぜひ、かかりつけの医師にも相談することをお勧めします。」
　介護のことで困っている人はもちろん、こんなことを相談してよいのだろうかと
思われることでも、気軽に地域医療連携室を訪れてみてはいかがでしょうか。

　認知症は単なる老化現象ではなく、脳の障がいが原因でおこる病気（症状）で
誰もが認知症になる可能性があります。このコーナーでは、認知症についての情
報を提供します。
　　　　　　　　　◎地域包括支援センター（☎73－2111内線260～268）

　雄勝中央病院で認知症看護相談窓口を開設している認知症看護認定看
護師の木村陽子さんに認知症と医療機関とのかかわりについて、お話を
伺いました。

　雄勝中央病院で認知症看護相談窓口を開設している認知症看護認定看
護師の木村陽子さんに認知症と医療機関とのかかわりについて、お話を
伺いました。

　雄勝中央病院で認知症看護相談窓口を開設している認知症看護認定看
護師の木村陽子さんに認知症と医療機関とのかかわりについて、お話を
伺いました。

◆認知症看護相談窓口　第2・4木曜日（完全予約制）
◆問い合わせ　雄勝中央病院地域医療連携室（☎73‒7005）

雄勝中央病院
認知症看護認定看護師

木　村　陽　子 さん
　き　　　むら　　よう　　　こ

○
と　

き　

9
月
29
日
㈰
／
午
前
8
時
40

　

分
ま
で
旧
湯
沢
市
営
球
場
駐
車
場
集
合

○
と
こ
ろ　

杉
沢
新
所
高
山
地
区
里
山

※
雨
天
決
行
。
汚
れ
て
も
い
い
服
装
、
帽

子
、
タ
オ
ル
、
軍
手
、
雨
具
、
長
靴
な
ど
。

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

9
月
24
日

　

㈫
ま
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ま
ち
お
こ
し

　

結
っ
こ
（
☎
0
8
0
―
2
8
3
2
―
3

 

4
7
5
）
へ

○
と　

き　

10
月
9
日
㈬
午
前
9
時
〜
午

　

後
4
時
30
分
／
午
前
9
時
ま
で
横
手
市

　

交
流
セ
ン
タ
ー
Ｙ²
プ
ラ
ザ
集
合

○
内　

容　

玉
川
ダ
ム
見
学
、
中
和
施
設

　

見
学
、
玉
川
発
電
所
見
学

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

10
月
5
日

　

㈯
ま
で
、
あ
き
た
エ
コ
マ
イ
ス
タ
ー
県

　

南
協
議
会
事
務
局
戸
嶋
（
☎
0
8
0
―

 

4
5
1
5
―
9
5
5
8
）
へ

○
と　

き　

10
月
6
日
㈰
午
後
2
時
開
場
、

　

2
時
30
分
開
演

○
と
こ
ろ　

雄
勝
文
化
会
館

○
曲　

目　

ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
作
曲
／
小
組

　

曲
、ブ
ル
ッ
フ
作
曲
／
コ
ル
・
ニ
ド
ラ
イ
、

　

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作
曲
／
交
響
曲
第
3

　

番
「
英
雄
」

○
入
場
料　

高
校
生
以
上
＝
千
円
（
当
日

　

券
千
三
百
円
）、
中
学
生
以
下
＝
無
料

○
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
市
民
管
弦
楽
団
団

　

長
豊
嶋
（
☎
72
1
4
3
9
）
へ

○
と　

き　

10
月
19
日
㈯
午
前
10
時
〜
午

　

後
3
時

○
と
こ
ろ　

雄
勝
中
央
病
院

○
内　

容　

演
芸
、展
示
、チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

　

バ
ザ
ー
、
農
産
物
直
売
、
医
療（
健
康
）

　

相
談
、
食
べ
物
コ
ー
ナ
ー
、
餅
つ
き

　

コ
ー
ナ
ー
な
ど

○
問
い
合
わ
せ　

雄
勝
中
央
病
院
（
☎
73

　

5
0
0
0
）
へ

　

国
民
年
金
基
金
制
度
は
、
老
齢
基
礎
年

金
の
上
積
み
年
金
と
し
て
給
付
を
行
う
、

公
的
な
年
金
制
度
で
す
。

　

年
金
額
を
自
分
で
設
計
す
る
こ
と
が
可

能
で
、
掛
け
金
は
全
額
「
社
会
保
険
料
控

除
」
の
対
象
と
な
り
、
受
け
取
る
年
金
に

も
「
公
的
年
金
等
控
除
」
が
あ
る
な
ど
、

税
制
面
で
も
優
遇
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
対　

象　

①
〜
③
す
べ
て
に
該
当
す
る

　

人
が
加
入
で
き
ま
す

　

①
国
民
年
金
の
第
1
号
被
保
険
者
で
保

　
　

険
料
を
納
め
て
い
る
人

　

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
国
民
年
金
に

　
　

任
意
加
入
し
て
い
る
人

　

③
秋
田
県
内
に
住
民
票
が
あ
る
人

○
問
い
合
わ
せ　

秋
田
県
国
民
年
金
基
金

　
（
薛
0
1
2
0
65
ろ
ー
ご

4よ
1い
9く
2に
、
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
スhttp://w

w
w
.akita 

　

-kikin.or.jp/

）
へ

　

表
示
登
記
に
関
す
る
土
地
家
屋
調
査
士

無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

○
と　

き　

10
月
5
日
㈯
午
前
10
時
〜
午

　

後
3
時

○
と
こ
ろ　

湯
沢
商
工
会
議
所
会
館

○
相
談
内
容　

土
地
の
分
筆
・
合
筆
、
地

　

目
変
更
、
建
物
の
新
築
・
増
築
・
滅
失

　

登
記
、
土
地
の
境
界
に
関
す
る
こ
と
な

　

ど
○
問
い
合
わ
せ　

秋
田
県
土
地
家
屋
調
査

　

士
会
湯
沢
支
部
（
☎
73
6
2
5
5
）
へ

土
地
家
屋
調
査
士無

料
相
談
会

雄
勝
中
央
病
院
病
院
祭

〜
つ
な
げ
よ
う
、ひ
ろ
げ
よ
う
、

笑
顔
の
輪
〜

国
民
年
金
基
金
に

加
入
し
て
年
金
を

増
や
し
ま
せ
ん
か

新
所
森
づ
く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

植
樹
地
の
下
草
刈
り

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

施
設
無
料
見
学
会

湯
沢
市
民
管
弦
楽
団

第
58
回
定
期
演
奏
会

　児童扶養手当現況届、特別児童扶養手当所得状況
届の手続きをしていない人は、市福祉事務所（福祉
課児童福祉班）または、お近くの総合支所市民サー
ビス班の窓口まで必要な書類を持参して手続きする
ようお願いします。手続きをしないと８月以降の手
当を受給できなくなる場合もありますので、早めの
手続きをお願いします。
　なお、10月から手当額が変わります。（下表参照）

○問い合わせ
　福祉課児童福祉班（☎73‒2111内線514 ･ 515）へ

障害等級
手当月額

1　級
50,050円

2　級
33,330円

特別児童扶養手当 10月1日以降

※所得により手当額が決定されます。

支給区分
児童1人目　　
児童2人目　　
児童3人目以降

全部支給
41,140円

一部支給※
41,130円～9,710円

5,000円加算
1人につき3,000円加算

児童扶養手当【手当月額】 10月1日以降

児童扶養手当現況届、特別児童扶養手当
所得状況届の提出はお済みでしょうか？
児童扶養手当現況届、特別児童扶養手当
所得状況届の提出はお済みでしょうか？
児童扶養手当現況届、特別児童扶養手当
所得状況届の提出はお済みでしょうか？

2013.09.15
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み
ん
な
で
目
指
そ
う
、世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
！
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ジ
オ
パ
ー
ク
と
地
域
お
こ
し　―

湯
沢
の『
誇
り
』を
伝
え
る
活
動

　
　
　
　
　

〜
川
邉
絢
一
郎
隊
員
が
始
め
る
「
地
域
お
こ
し
」 

〜

文
化
の
継
承
は

湯
沢
の『
誇
り
』を
伝
え
る
こ
と

ジ
オ
パ
ー
ク
活
動
は

湯
沢
の
誇
り
を
見
つ
け
る
活
動

　

こ
ん
に
ち
は
。
湯
沢
市
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進

協
議
会
事
務
局
の
川
邉
絢
一
郎
で
す
。
今
年

の
四
月
、
神
奈
川
県
大
和
市
か
ら
湯
沢
市
に

や
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
地
域
お
こ
し

協
力
隊
と
し
て
協
議
会
で
働
い
て
い
ま
す
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
、
地
方
自
治
体
の

委
嘱
を
受
け
、
地
域
で
生
活
し
、
地
域
協
力

活
動
を
行
い
ま
す
。
湯
沢
市
で
は
遠
藤
隊
員

と
私
が
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

自
治
体
に
よ
っ
て
仕
事
の
内
容
は
さ
ま
ざ

ま
で
す
が
、
私
た
ち
は
ジ
オ
パ
ー
ク
活
動
の

推
進
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
ジ
オ

パ
ー
ク
活
動
が
地
域
お
こ
し
の
方
法
と
し
て

も
考
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

ジ
オ
パ
ー
ク
は
「
ジ
オ（
地
球
）に
親
し
み
、

ジ
オ
を
学
ぶ
旅
、
ジ
オ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
楽
し

む
場
所
」
と
説
明
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

「
旅
」「
ジ
オ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
と
い
う
言
葉
か

ら
は
、
な
ん
と
な
く
「
市
外
か
ら
や
っ
て
く

る
お
客
さ
ん
」
に
関
係
す
る
こ
と
な
の
だ
、

と
い
う
印
象
を
受
け
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
ジ
オ
パ
ー
ク
活
動
と
い
う
も
の

は
、
市
外
の
人
に
向
け
た
活
動
で
は
な
く
、

む
し
ろ
、
湯
沢
の
良
い
部
分
を
発
見
し
、
そ

れ
を
伝
え
て
い
く
活
動
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

湯
沢
の
良
い
部
分
、
言
い
換
え
れ
ば
、
湯

沢
に
住
む
私
た
ち
が『
誇
り
』に
思
え
る
も
の

を
見
つ
け
る
、
そ
ん
な
活
動
だ
と
思
い
ま
す
。

　

私
た
ち
が
住
む
湯
沢
の『
誇
り
』の
一
つ
と

し
て
、
稲
作
の
文
化
を
考
え
て
み
て
も
よ
い

け
、
そ
れ
を
川
に
流
す
と
い
う
行
事
が
行
わ

れ
て
い
た
そ
う
で
す
。
ま
た
、
須
川
・
相
川

地
区
に
あ
る
東
鳥
海
神
社
で
祈
祷
を
受
け
、

虫
除
け
の
札
を
も
ら
い
、
そ
れ
を
柳
の
枝
に

挟
ん
で
田
の
水
口
に
刺
す
こ
と
も
、
昭
和
の

初
め
ま
で
は
広
く
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

い
ず
れ
も
稲
作
に
関
わ
る
文
化
で
す
が
、

こ
れ
ら
が
現
在
で
も
残
さ
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
は
、
伝
承
す
る
か
た
が
た
の
中
に
は
、

何
ら
か
の
思
い
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

少
子
化
に
よ
っ
て
継
承
す
る
人
が
少
な
く

な
っ
た
り
、
価
値
観
の
変
化
が
あ
っ
た
り
し

て
も
、
昔
か
ら
行
わ
れ
て
き
た
も
の
を
続
け

よ
う
と
し
て
い
る
人
た
ち
が
い
る
。
そ
の
思

い
は
『
誇
り
』
と
言
い
換
え
て
も
良
い
の
で

は
な
い
か
、
そ
う
思
い
ま
す
。

　

過
去
か
ら
現
在
、
そ
し
て
未
来
で
も
、
湯

沢
に
は
広
い
水
田
と
豊
作
を
願
う
人
び
と
の

祈
り
が
あ
る
（
あ
っ
た
）
は
ず
で
す
。
そ
の

湯
沢
の
人
び
と
の
思
い
を
、
湯
沢
の
一
員
と

し
て
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

地
域
の
『
誇
り
』
を
見
つ
け
、
伝
え
て
い

く
方
法
の
一
つ
と
し
て
の
ジ
オ
パ
ー
ク
。
私

は
こ
こ
か
ら
「
地
域
お
こ
し
」
を
始
め
た
い

と
思
い
ま
す
。

だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
村
の
外
れ
に
立
つ
大
き
な
わ
ら

人
形
。
岩
崎
の
鹿
島
様
が
有
名
で
す
が
、
雄

勝
地
域
小
野
地
区
や
秋
ノ
宮
地
区
、
皆
瀬
地

域
な
ど
に
も
同
じ
よ
う
な
人
形
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
わ
ら
人
形
は
、
村
の
外
か
ら
悪
い
も
の

が
入
っ
て
こ
な
い
よ
う
に
す
る
も
の
と
し
て

作
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
は
虫
祭
り
。
弁
天
地
区
や
小
野
・
秋

ノ
宮
地
区
の
辺
り
で
は
、
以
前
は
た
い
ま
つ

な
ど
を
持
ち
、
時
に
は
太
鼓
や
鉦
を
打
ち
鳴

ら
し
な
が
ら
田
の
側
を
歩
い
て
虫
を
引
き
付

「
ジ
オ
パ
ー
ク
」出
前
講
座

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

ｉ◆
担
当　

湯
沢
市
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進

　

協
議
会
事
務
局
（
ま
る
ご
と
売
る

　

課
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
室
☎
73
２
１

　

１
１
内
線
６
４
３
・
６
４
４
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け
ん
い
ち
ろ
う

か
わ
べ

か
ね

き
と
う
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男女共同
参画社会って
必要なの？

男女共同参画・少子化対策
通信

　人は、男女の性別にかかわらず等しく個人として認め合う
ことが大切です。また、少子高齢化や家族形態の多様化など、
私たちの生活を取り巻く状況の変化に対応していくためには
「男は仕事・女は家庭」という固定的な役割分担にとらわれ
ずに、それぞれの個性と能力を発揮できるような社会づくり
が必要となっているのです。

いろいろな取り組みは、少しずつ社会を変えています

男女共同参画社会とは「男女が、社会の対等な構成員として、
自らの意思によって社会のあらゆる分野における活動に参画
する機会が確保され、もって男女が均等に政治的、経済的、
社会的及び文化的利益を享受することができ、かつ、共に責
任を担うべき社会」です。

男女共同参画社会基本法第２条

　このように、少しずつ変化はしているものの、例
えば町内会長や団体の代表は男性が圧倒的に多いな
ど、まだまだ変わらないこともたくさんあります。
　皆さんも、自分の周りを見て、感じて、小さなこ
とからでもまず行動してみましょう。

◎きっと変化が起こる！

▽かつては・・・
　出席簿は男女別、校長先生は男性がほとんど
　でした。
▽今は・・・
　出席簿を区別しない学校が増えました。また、
　秋田県は、女性の校長先生の比率が29.1パーセ
　ント（小学校）となりました。

◆学校で

“それぞれの個性と能力”を発揮できる
　　　　社会づくりのために

　小野・御返事地区のわら人形と祭りの
準備風景

　７月２日に東鳥海神社で行われた祈祷
の様子

▽かつては・・・
　男性は外で仕事をするもの。家事・育児は女
　性の仕事だから、男性は台所に立つものでは
　ないといわれました。
▽今は・・・
　「イクメン」という言葉が流行し、男性が家
　事を分担する家庭も多くなってきました。

◆家庭で

▽かつては・・・
　男性は会社の戦士。長時間労働は当たり前。
　女性は補助的仕事、結婚したら退職するのが
　普通と思われていました。
▽今は・・・
　育児休業を取得する人が多くなってきました。
　女性管理職のいる会社も見られます。職業選
　択に男女の差別が少なくなってきました。

◆職場で
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▲のびのびとラジオ体操を行う参加者たち▲協定書に署名した齊藤市長とヤマト運輸㈱末次龍一秋田主管支店長

▲力走するランナーたち▲中学生・高校生・一般合同の合唱・吹奏楽団が18日の最後を飾る2013.09.15
11

朝の目覚めにラジオ体操
第31回市民ラジオ体操の集い

　8月１日、湯沢勤労青少年ホームにて「第31回市民ラジ
オ体操の集い（湯沢地区社会体育振興会主催）」が開催さ
れ、約250人が参加しました。
　あいにくの雨で室内に会場が変更されましたが、参加者
たちは、朝早くから元気にラジオ体操を行い、「来年は晴
空の下でラジオ体操をしたい」と話している姿も見られま
した。

災害に備えて協力体制を構築
災害時の物資輸送等に関する協定を締結

　8月2日、市とヤマト運輸株式会社は、災害時の緊急物
資輸送と緊急物資拠点の運営等に関する協定を締結しまし
た。これは東日本大震災発生時に、被災地で救援物資の集
積所から避難所への輸送が課題となったことを受け、ヤマ
ト運輸株式会社からの提案により実現したものです。
　締結により、万が一の際の応急・復旧対策が円滑に進む
こととなり、市の防災体制が更に強固なものとなりました。

七夕飾りの下、健脚を競い
第31回湯沢七夕健康マラソン大会

　8月7日、第31回湯沢七夕健康マラソン大会が市役所本
庁舎前をスタート・ゴールとして開催されました。
　大会には県内外から952人がエントリーし、844人が完走
しました。沿道の市民などから声援を受けて、七夕飾りで
彩られたコースを駆け抜けていました。
　また、ゲストランナーの浅利純子さんと併走しながら、
一緒にゴールするランナーも見られました。

音楽のまち“ゆざわ”の代名詞
サマーミュージックフェスティバル2013

　8月18日と21日に湯沢文化会館で行われたサマーミュー
ジックフェスティバル。18日は、郡市小学校7校合同バン
ドのほか、ゲストとして岩手県盛岡市立城北小学校からま
つ吹奏楽団55人が演奏を行いました。また、21日には京都
大学交響楽団による演奏会が行われました。
　両日合わせて約1,200人が来場し、子どもたちの演奏や大
学生によるクラシックの名曲集の演奏を楽しみました。

'13
湯沢の

夏まつり

　8月8日、第36回雄勝大花火大会が役内川河川敷で開催さ
れました。「満天に咲く希望の花に祈り込め」をテーマに約
7,000発の花火が夏の夜空を彩りました。
　当日は、県内外から12万人の見物客が訪れ、花火が打ち上
がるたびに歓声が上がっていました。

雄
勝
大
花
火
大
会

　8月25日、湯沢市の伝統行事「大名行列」が市内中心部を
会場に行われ、市内の子どもが務める殿様を中心に、侍や鷹
匠など昔ながらの衣装に身を包んだ参加者が商店街などを練
り歩きました。また、道中で行われる奴振りには、沿道の観
客から声援や拍手が送られていました。

大名行列

　8月21日、第67回湯沢市雄勝仮装盆おどり大会が、横堀地
区で行われました。当日は、21団体約200人が参加。アニメキャ
ラクターやテレビでおなじみの海女姿など趣向を凝らした衣
装に身を包み、横堀音頭などに合わせて踊りながら、旭町交
差点から横堀駅前までを練り歩きました。

仮装盆おどり大会

　8月5・6・7日の3日間、湯沢七夕絵どうろうが開催さ
れました。例年にない天候不順に見舞われ、中止になったイ
ベントがある中で、「京都奥様の七夕御観覧」と題した行列
が会場を練り歩くと、観光客たちは、その姿を一目見ようと
詰め掛けていました。

やっこ

七
夕
絵
ど
う
ろ
う
ま
つ
り

　8月14日に開催された稲川ふるさと祭り。今回、初の試み
として「鮎のつかみどり」を行い、多くの来場者を楽しませ
ました。稲庭うどん早食い選手権では、お椀3杯分で１人前
の量となるうどんを20杯近く食べる挑戦者がいました。

稲川ふるさと祭り
すえつぐりゅういち

あさ　り じゅん こ
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▲「災害時における緊急物質輸送及び緊急物資拠点の運営等に
　関する協定」締結式

302,084

項　　　目
内　　　　　訳 件数・個数 金額（円）

8月分

合　　　計 42

4 140,000接　遇　費 協和精工株式会社創立50周年記念式典
御祝金ほか

0 0餞　　　別

00慶　弔　費

贈答用特産品 38 162,084贈 答 品 代

0 0行事出席等の会費

0 0協　賛　費

市長日誌（8月）

交際費報告

1日（木） 平成園夏祭り

3日（土） 秋田県消防協会湯沢市雄勝郡支部消防訓練大会、ケアセ
ンターいなかわ夏祭り、シャイントピアみなせ夏祭り

5日（月） 新潟県湯沢町による表敬訪問、日展作家と子どもたちの
絵画教室「福島の子どもたちとの夕食会」

6日（火） 秋田県市町村長防災危機管理ラボ（秋田市）、七夕路上
コンサート「ＴＡＭＡＣＯＮ」、湯沢七夕絵どうろうま
つりコンクール表彰式

2日（金） 湯沢市・ヤマト運輸㈱秋田主管支店「災害時における緊
急物質輸送及び緊急物資拠点の運営等に関する協定」締
結式、企業訪問（秋田市）

8日（木） 新庄・湯沢地域間高規格幹線道路建設促進同盟会等要望
会（山形県・宮城県）

7日（水） 第31回湯沢七夕健康マラソン大会開会式・表彰式、新庄・
湯沢地域間高規格幹線道路建設促進同盟会等要望会

　

先
月
、
「
２
０
１
３
秋
田
県
台
湾
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
」
で
、
秋
田
県
知
事
、
由

利
本
荘
市
長
、北
秋
田
市
長
と
と
も
に
、中
華
航
空
・
復
興
航
空
・
エ
バ
ー
航
空
・

旅
行
会
社
・
観
光
協
会
・
経
済
団
体
関
係
者
に
、
県
と
各
市
の
Ｐ
Ｒ
と
情
報
交
換

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

日
本
は
、
二
〇
三
〇
年
ま
で
に
訪
日
外
国
人
数
を
年
間
三
千
万
人
と
す
る
目
標

を
掲
げ
て
い
ま
す
。
台
湾
で
は
、
年
間
一
千
万
人
が
海
外
に
旅
行
し
、
今
年
、
日

本
に
は
前
年
比
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
増
の
年
間
二
百
万
人
が
訪
れ
る
見
込
み
で
す
。

日
本
は
海
外
旅
行
先
と
し
て
魅
力
あ
る
国
で
あ
り
、
飛
行
機
で
約
三
時
間
で
着
く

こ
と
か
ら
、
何
度
も
訪
れ
て
い
る
日
本
通
の
か
た
が
大
勢
い
ま
す
。
戦
前
の
日
本

統
治
時
代
、台
湾
総
督
府
児
玉
源
太
郎
四
代
総
督
、後
藤
新
平
民
政
局
長
の
港
湾
・

鉄
道
・
道
路
・
学
校
教
育
・
農
業
振
興
の
ほ
か
、
八
田
與
一
の
台
南
烏
山
頭
ダ
ム

建
設
な
ど
、
社
会
資
本
整
備
も
国
内
同
様
に
進
め
た
日
本
に
感
謝
し
、
留
学
経
験

者
も
多
い
こ
と
か
ら
、
経
済
的
に
も
日
本
の
技
術
レ
ベ
ル
を
高
く
評
価
し
て
い
る

な
ど
、
親
日
的
で
あ
る
こ
と
は
う
れ
し
い
思
い
で
し
た
。

　

今
回
、
慶
応
義
塾
大
学
に
留
学
経
験
が
あ
り
、
日
本
統
治
時
代
を
感
謝
し
て
い

る
と
い
う
著
名
台
湾
経
済
人
が
、
稲
庭
う
ど
ん
に
感
動
し
、
佐
藤
養
助
商
店
と
合

弁
で
、
素
晴
ら
し
い
店
舗
を
七
月
、
台
北
市
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
店
内
は
和

風
で
、
川
連
漆
器
を
使
用
し
、
湯
沢
の
日
本
酒
が
メ
ニ
ュ
ー
に
並
び
、
絵
ど
う
ろ

う
が
店
内
に
飾
ら
れ
て
い
る
な
ど
、
湯
沢
市
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
の
よ
う
な
役

割
も
果
た
し
て
く
れ
る
も
の
と
大
い
に
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

「
３
．
11
東
日
本
大
震
災
」
の
際
に
は
、
台
湾
か
ら
六
百
五
十
億
円
と
世
界
一

多
額
の
義
援
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
海
外
に
、
文
化
的
・
歴
史
的
に
も
日
本
を

高
く
評
価
す
る
親
日
的
な
国
が
あ
る
こ
と
は
、
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。
隣
国
の

韓
国
、
北
朝
鮮
、
中
国
の
反
日
的
な
ニ
ュ
ー
ス
や
、
自
虐
的
な
マ
ス
コ
ミ
報
道
が

溢
れ
て
い
る
昨
今
、
何
か
ほ
っ
と
救
わ
れ
る
思
い
で
し
た
。

　

観
光
面
で
も
、
四
季
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
湯
沢
の
自
然
・
豊
富
な
温
泉
・
美

味
し
い
食
材
な
ど
は
、
世
界
に
誇
れ
る
も
の
だ
と
再
認
識
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
観

光
の
売
り
込
み
も
、
各
県
が
努
力
し
、
競
争
も
熾
烈
で
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す

が
、
秋
田
県
知
事
が
先
頭
に
立
ち
、
各
市
も
一
緒
に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
だ
と

思
い
ま
す
。
東
北
地
方
の
取
り
組
み
は
、
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
と
の
こ
と
で
す
が
、

可
能
性
は
十
分
に
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
言
語
や
交
通
ア
ク
セ
ス
の
問

題
な
ど
、
未
整
備
の
マ
イ
ナ
ス
面
は
数
多
く
あ
り
ま
す
が
、
何
よ
り
心
の
こ
も
っ

た
接
客
や
、
分
け
隔
て
な
く
受
け
入
れ
る
心
掛
け
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

自
分
た
ち
が
持
つ
歴
史
・
文
化
・
自
然
に
誇
り
と
自
信
を
持
つ
こ
と
も
大
事
な
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

と
か
く
、
日
々
の
現
実
問
題
で
視
野
が
狭
ま
く
な
り
が
ち
な
中
で
も
、
外
に
出

て
み
る
と
、
時
代
の
変
化
、
世
界
の
活
気
を
痛
感
し
、
勉
強
に
な
り
ま
す
。
少
し

で
も
市
政
に
生
か
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

9日（金） 新庄・湯沢地域間高規格幹線道路建設促進同盟会等要望
会（東京都）、清水会「市長講演会」

14日（水） 中入会「作祭り豊作祈願祭」、稲川ふるさと祭り

15日（木） 成人式

18日（日） 秋田県知事との台湾トップセールス（台湾、～22日）

23日（金） 湯沢市米政策戦略会議

24日（土） 新ごみ処理施設整備事業に伴う生活環境影響調査結果に
関する住民説明会

25日（日） 新庄まつり（新庄市）

12日（月） 臨時議会、山形新幹線大曲延伸推進会議理事会・総会

28日（水） 山田地区行政員会員研修会、秋田大学横手分校「メディ
カル・サイエンスカフェ・ネクスト」、秋田県酒米生産
流通対策協議会情報交換会

29日（木） 定例記者会見

こ　

だ
ま
げ
ん　

た　

ろ
う

ご

と
う

し
ん
ぺ
い

は
っ
た　

よ

い
ち

た
い
な
ん　

う

た
い
ぺ
い

さ
ん
と
う
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8月31日届け出分まで

■湯沢地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

「こんにちは赤ちゃん」 「おくやみ」 に掲載を希望しない人は、届け出の際に窓口へ申し出てください。
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8.30
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46

78

91

83

76

78

54

86

75

97

64

91

85

101

70

2013.09.15

さつき町第３

高　　　野

下　八　幡

御嶽町第１

倉内団地第１

田　ノ　沢

深 堀 ３ 区

末　広　町

関　口　上

千石町第１

サン・グリーンゆざわ

愛宕町第２

上　　　開

大 島 第 ２

須　　　川

田 町 第 １

■皆瀬地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

■雄勝地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

宮　　　内

下　寺　沢

83

79

8.21

8.31

利　子

喜　孝

今　　利一郎さん
押 　　良 一さん

8月31日届け出分まで

●湯沢地域
氏　　　　名 お誕生日 ご　両　親 行　政　区

ひ　ろ

　　　みなと

み　お

ほのか

り　む

みさき

高 橋　陽 彩ちゃん

高 橋　　 湊くん

簗 田　望 緒ちゃん

浦 山　穂 佳ちゃん

佐 藤　莉 夢ちゃん

髙 岡　美 咲ちゃん

8. 5

8.12

8.12

8.13

8.16

8.18

下　関　下

大 島 第 ２

清水町第５

若　葉　町

森　　　合

元　清　水

●稲川地域
氏　　　　名 お誕生日 ご　両　親 行　政　区

あさひ

ここあ

り　く

後 藤　朝 日くん

佐 藤　心 葵ちゃん

佐 藤　凌 空くん

8.11

8.22

8.27

上　　　村

田　　　賀

本　町　１

純さん・美幸さん

吉衛さん・真由子さん

宏樹さん・友子さん

しゅんた

ここの

ひなた

小 野　駿 太くん

山 品　心 乃ちゃん

佐 藤　日 向くん

8.20

8.21

8.23

若　葉　町

若　葉　町

上　倉　内

義郎さん・綾子さん

隆さん・優子さん

光平さん・優子さん

シャイントピアみなせ

シャイントピアみなせ

瀬 野 ケ 沢

84

90

88

8.17

8.26

8.29

菊川由紀子

孝

ヒ　デ

隆　保

良　子

本　人

仁　美

信　子

本　人

喜　一

本　人

洋　子

保　雅

久美子

幸　子

忍

司さん・幸さん

良季さん・桃子さん

雄次さん・沙織さん

雅和さん・紋子さん

匠さん・史香さん

潤さん・美幸さん

吉 田　ミ チさん
遠 田　　 誠さん
柴 田　敏 男さん
太 田　よ しさん
佐々木 順 三さん
菅原太郎左衛門さん
髙 橋　啓 一さん
髙 橋　孝 志さん
加 藤　和 雄さん
杉 山　絢 子さん
髙 　　マ サさん
寺 尾　忠 一さん
五十嵐 ヤ スさん
山 中　圭 吉さん
伊 藤 ヨシヱさん
渡 部　好 子さん

本　人

本　人

俊　二

瀬 川　　 清さん
佐 藤　貞 市さん
佐 藤 隆一郎さん
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